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凡
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一
抑
的
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疲
労
は
や
が
℃
訟
怠
の
否
情
波
な
る
乙
土
苔
人
は
病
的
空
怨
に
就
℃
一
言
す
る
の
憐
守
主
し
そ
o

一

を
芯
除
す
る
。
び
れ
ば
と
て
注
意
の
不
活
液
な
る
時
の
み
…
病
的
宅
一
惣
の
場
合
に
は
筋
肉
の
弛
緩
と
一
引

U
Uは
日
〈

誌
の
好
時
で
は
な
い
。
た
ま
〈
有
意
思
芯
お
っ
…
℃
局
部
的
経
及
び
芯
が
告
や
雨
手
や
震
の
迩
助

1
司
め
て
怨
訟
の
題
目
を
挺
へ
る
と
と
が
あ
る
。
一
則
し
て
…
に
現
は
れ
る
G

こ
の
本
一
砲
は
大
人
の
多
く
桜
験
ず
る
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の
題
目
、
が
不
愉
快
な
ら
ば

ψ
え
て
失
〈
な
る
。
前
に
も
一
快
い
榔
菅
波
や
す
d

惹
均
一
主
党
え
る
普
泌
の

S
Rと
ま
れ
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…
地
べ
た
が

4
賓
の
有
無
に
拘
ら
ず
論
理
的
次
序
に
依
℃
物
一
磁
別
す
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3
も
の
で
わ
る
。
凡
モ
内
容
ま
ト
上
町
一
的
引
制
iM

読
め
い
た

Z
棋
を
打
殺
て
る
場
合
な
ど
が
是
で
ゐ
る
。
六
ム
闘
…
氾
で
、
極
め
て
怨
象
の
与
こ
乏
し
r
u
t
司
令
の
病
的
一
間
一
川

想
に
伶
λ
情
緒
は
常
に
沈
え
で
ゐ
る
是
れ
永
ら
く
ま
か
加
刻
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し
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謎
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ぃ
…
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の
物
は
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台
て
ら

v
m
m
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は
何
時
町
一
と
し
℃
総
快
一
土
件
ム
ゐ
、
b
ば
乙
の
本
一
怨
は
堪
ム
ベ
じ
い
一
る
誌
を
成
ず

mmえ
げ
る
は
な
い
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三
否
定
し
て
室
長
快
を
器
〉
る
の
で
ゐ
る
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も
が
け
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も
〈
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を
逃
げ
る
に
自
の

1
1
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要
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で
あ
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も
わ
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が
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れ
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代
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ゆ
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夢
及
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関
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議
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器
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持
つ
℃
ゐ
る
い
も
の
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換
点
一
目
す
れ
ば
健
全
な
る
締
刊
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心
身
上
何
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の
治
的
傾
向
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"
見
出
す
乙
之
は
出
来
な
い
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わ
る
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ど
た
し
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め
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め
に
滅
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ぃ
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の
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れ
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々
の
広
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し
て
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に
悶
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く
者
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す
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一
氏
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天
才
の
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訟
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め
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主
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の
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の
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力
説
的
ち

業
の
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を
受
け
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が
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仏
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乙
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ず
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も
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し
て
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が

及
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℃
正
常
な
る
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一
台
や
は
今
始
く
怒
川
と
し
℃
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ね
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高
な
決
定
す
る
唯
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の
派
出
は
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力
の
分
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に
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り
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な
る
合
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。
今
日
ま
で
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℃
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に
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b欧
洲
各
陣
到
る
屍
に
総
後
し
来
れ
λ

リ
印
ち
製
造
業
る
如
く
十
九
陛
紀
以
来
赴
命
日
は
偶
人
主
義
者
の
議
期
B

乙開決

は
相
究
ぎ
て
倒
産
し
商
工
業
は
日
に
日
に
表
へ
延
い
℃
は
な
ら
校
序
は
乱
れ
食
街
の
版
制
限
は
議
、
t
J

甚
だ
し
く
信
者
は

労
働
殺
の
問
難
を
招

3
殊
に
良
氏
代
諒
求
し
た
す
の
結
川
市
は
銀
銭
縦
…
労
に
し
て
而
が
も
令
版
予
一
織
に
佐
川
ω
多
感
ヤ
b
、ず

農
民
の
別
抗
日
に
お
だ
し
く
サ
バ
他
柿
一
々
な
る
掠
山
中
山
破
綻
ば
、
夏
熱
が
ら
ず
悠
々
自
泊
以
℃
認
の

H
h忠
誠
ボ

h
u

一
方
比
政
労
働

続
々
と
じ
℃
外
部
h

札
口
必
依
せ
ら
れ
欧
洲
会
土
は
来
げ
て
滋
(
者
は
川
畑
一
品
目
以
叶
身
日
夜
政
務
代
従
事
す
る
も
一
仰
が
も
得
る
所

側
山
の
渦
中
に
投
せ
ら
る
A

に
出
ふ
れ
よ
り
設
に
於
℃
が
例
人
主
…
は
径
が
に
糊
口
ふ
J
H
}

凌
?
の
し
有
様
之
な
か
た
れ
ば
段
に
於
て

叫
批
判
は
況
は
れ
お
の
弊
山
首
殊
に
浜
氏
U
A
労
働
者
の
開
山
婦
を
救
一
ー
の
枇
ん
川
山
一
主
義
者
は
立
ち
大
に
此
の
獄
絵
を
憤
激
し
如
何
に

は
ん
と
欲
し
大
比
仇
側
、
じ
て
日
く
凶
家
の
山
品
川
悦
は
側
人
の
羽
こ
か
し
℃
彼
等
を
救
は
ん
ー
し
欲
し
お
に
働
労
者
代
都
合
好
為
」
仁

川
げ
に
依
F
O
ノ
℃
生
ず
る
も
の
な
ら
然
る
に
凶
家
は
似
人
の
行
一
問
中
設
営
建
つ
る
に
至
λ

り
し
な
ら
怒
れ
印
ち
一
蹴
命
日
主
義
治
の

怨
ぞ
来
約
し
肋
の
関
山
水
市
川
似
の
似
泉
hz
社
絡
せ
ん
と
欲
す
一
位
他
州
労
力
説
を
腕
…
ふ
る
に
豆

b
し
事
情
・
品
。

叩
収
ま
れ
る
も
亦
誌
だ
し
が
ら
ず
や
此
の
如
く
ん
ば
凶
家
の
一
命
、
ド
レ
℃
仲
訟
に
来
、
た
れ
ば
恭
平
や
奇
人
は
此
の
奇
な
る
一
致

指
一
歩
は
到
底
辺
ひ
可
、
b
wり
る
の
み
が
怒
V
は
破
滅
に
豆
一
も
陪
h
u
に
足
、
b
w
u
る
所
以
を
了
解
し
得
た
λ

ソ
蕊
し
彼
等
雨

る
べ
し
肌
品
川
山
れ
wo
る
可
け
ん
や
今
者
し
此
の
紡
放
を
教
は
工
去
一
識
者
が
共
に
同
一
の
弟
誌
を
主
張
す
る
に
豆

b
Lは
彼

f
A
と
欲
せ
ば
宜
し
く
偶
人
の
白
山
を
詳
し
英
勤
労
を
徐
丞
一
等
雨
振
の
現
は
れ
し
常
時
の
枇
合
一
か
労
働
者
数
憐
1ι
一
五
よ

し
大
代
、
活
動
の
天
地
な
典

λ
る
に
如
か
ず
1
c
c

日
必
れ
印
ち
一
同
…
前
誌
を
興
へ
た
る
を
以
℃
な
ら
然
れ
y
し
も
設
に
役
立

制
人
主
義
者
が
俄
純
労
力
訟
を
都
p
m
るにお小一
λ

リ
し
一
事
情
、
せ
た
~
る
可
ら
wu
る
乙
と
は
仮
令
以
前
提
は
同
一
な
b
F
H
も

な
λ
y
o

謀
総
論
に
主
λ

ソ
て
は
会
然
呉
な
れ
ら
と
一
試
λ
ζ
1
ι
之
れ
な

第
二
に
枇
食
主
義
お
は
如
何
な
る
本
山
k
m
b
℃
期
か
る

λ
y

即
ち
仰
人
主
義
者
は
持
カ
は
債
総
の
元
な
る
が
放
に
之

皐
治
宝
都
λ
る
比
一
去
ら
し
ゃ

ι一
瓦
ふ
代
走
れ
亦
世
人
の
知
れ
が
活
動
を
自
白
放
任
し
て
徒
、
ム
認
後
、
法
を
滋
げ
ー
し
U
U

べ

A
3圏
悶
悶
露
関
語
調
3
3議
選
司
認
識
調
週
調
関
開
設
認
調
関
関
悶
鋪
議
議
題
閣
議
潟
明
論
関
瀦
関
爵

， 

も
し
と
一
試
日
賦
命
日
主
義
者
は
持
カ
は
僚
依
を
必
h
u
惨
な
れ
ば
は
即
ち
後
者
の
例
な
夕
、
廷
に
}
歩
を
錦

τ僻
伎
の
越
関

労
力
品
引
を
保
妙
。
伶
宣
し
て
労
力
の
結
以
郊
の
み
一
部
一
を
峨
労
働
者
は
持
カ
に
わ
λ

ソ
止
す
る
も
然
、
げ
ば
袋
持
方
の
債
依
は
如
何

に
蹄
せ
し
し
げ
可
し
と
…
X
ふ
に
わ
ら
'
恐
れ
蕊
し
前
清
は
岡
家
な
る
原
悶
に
基
く
も
の
な
る
が
の
続
間
営
住
、
す
べ
し
蕊
し

高
郎
防
代
の
拾
に
出
で
後
お
は
似
人
高
松
時
代
の
後
に
後
γ

努
力
謀
れ
自
身
も
亦
似
依
・
乞
ム
併
す
可
け
れ
ば
な
ら
論
ヒ
戒

し
た
る
も
の
な
れ
ば
な

b
o

一
れ
ば
ぬ
の
如
く
品
仰
の
傍
力
説
な
る
も
の
は
何
れ
よ

b
見ゅの

絡
b
に
臨
み
比
の
似
似
微
力
説
に
就
℃
二
回
せ
ん
に
比
率
一
も
到
底
維
持
す
ぺ
竺
献
に
あ
ら
没
る
乙
と
ど
知
る
べ
し

散
は
除

b
に
偏
狭
…
脱
会
る
も
の
に
し
て
到
成
俄
依
後
生
の
一
(
完
〉

関

対

凶

b
b
説

く

も

の

に

わ

ら

ず

何

と

な

れ

ば

地

感

受

し

て

一

時

変

色

司

事

可
な

iせ
ば

待

も

傍

カ

ヤ

一

加

へ

た

る

も

の

は

花

程

一

義

哲

也

4
1
5

を
有
せ
な
る
可
か
ら
な
る
主
同
時
に
泡
も
労
力
を
加
へ
竺
横
い
語
、
帝
政
研
究
曾
顧
問
一
一
一
宅
終
繁

る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
も
僚
側
主
伺
せ
診
る
べ
車
道
理
一

5
3
3
昨
日

と
な
る
可
け
れ
ば
な

h
然

る

に

賞

際

世

上

幾

多

の

苧

百

三

.

者

司

に

ν
γ
物

U
3

見
る
に
労
力
を
加
へ
ず
し
て
而
も
似
倣
の
按
生
せ
る
事
賢
一
一
胤
悶
の
タ
イ
ト
Y
わ
る
人
の
書
い
た
替
物
で
特
に
研
究
之

わ
る
之
同
時
に
又
労
力
乞
加
へ
た
る
に
拘
ら
ず
屯
も
償
値
一
一
万
ふ
・
市
次
郎
防
、
だ
か
ら
ド
ジ
ナ
名
著
が
と
応
つ
℃
一
蹴
し
て
見

の
後
生
一
位

3
・9
し
挙
資
ゐ

b
例
A
T
ば
先
州
…
体
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